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この度は『Void』評の評者にご指名いただき、恐悦至極です。 

映像を拝見しながら、プログラムを読み返しながら、今一度、魂が揺すぶられました。 

貴協会が物凄い作品を制作され、その公演に立ち会えたことは、幸運でした。 

 

 魂が揺すぶられるような作品だった。 

 アシュリー・ロボの振付による『Void』。埼玉県舞踊協会の「ダンスセッション 2026」（2026 年 1 月 18 日、彩

の国さいたま芸術劇場場大ホール）で世界初演された作品である。 

 ロボの名前をこれまで目にしたことはなかった。彼のプロフィールは公演チラシとプログラムに掲載されていたが、ロ

ボが起用された経緯や新作の具体的な内容は記されていなかった。作品タイトルにもなっている〈void〉、すなわち

〈空白〉の状態で、私は公演に臨んだ。 

 

 幕が上がると、木をリズミカルに叩くような音が響き、横一列に並んだ 10 数人の男女が、ステージ奥からゆっくり

と手前に歩み出る。と、彼らは次々に自分の名前と年齢を叫んでは、フロアに崩れ落ちる。ある者は５歳、あるも

のは 24 歳、ある者は 37 歳、ある者は 19 歳。名前も年齢も様々だが、共通しているのは、いずれも「だった」と

過去形で自身を語っていること。彼らがふたたび立ち上がり、うごめき始めた時、この者たちが生者ではないことに気

付かされた。眼前の情景は、彼らが生きるはずだったのに失われた時間、すなわち〈void＝空白〉なのだった。 

 

 なぜ、彼らが生きるはずだった時間は〈void〉になってしまったのか？ 

 答えは直ぐに明かされた。1971 年にリリースされたフォークソング「戦争を知らない子どもたち」（作詞：北山

修、作曲：杉田二郎）が流れてきたのだ。折しもベトナム戦争のさなかだった当時、あえて「戦争が終わって」「戦

争を知らずに僕らは育った」といった歌詞を通して、逆説的に、反戦への意識を呼び起こす歌である。 

 ダンサーたちは緩慢に動き、力強く駆け回り、唐突に動きを止める。彼らが生者であるから行える、生きることの

発露とも換言できるダンスという行為が、死者のそれに見えてくる。さらには、この歌をリアルタイムでは知らないだろ

うダンサーたちの若々しく躍動する肉体を通して、戦禍により生者としての時間を断ち切られた無数の命に思いを

馳せずにはいられなかった。生と死は、表裏一体に連なっているのだ。 

 戦争—-定義によっては武力紛争・軍事侵攻とも呼ばれる—-がいまだ過去のものではないことは、動かしがたい

事実である。報道や SNS を通してとはいえ、私自身、戦争を体感せずにはいられない時代のさなかにいることを痛

感させられた。 

 

 アシュリー・ロボの振付は、戦争や死を直裁に描くことはない。しかし作品全体が緻密に構成されているため、失

われた〈void〉の重みがずっしりと伝わってくる。 

 まず、作品全体の外枠を形作るのが、随所で流される、逆説的あるいは多義的な歌詞を持つ楽曲だ。所々で

繰り返される「戦争と知らない子供たち」の歌詞と曲調は穏やかで、のどかでさえある。第二次世界大戦終戦直

後の大ヒット曲「リンゴの歌」もわずかに聞こえてきた。私自身はこの歌をリアルタイムで知る世代ではないものの、

戦後の解放感を歌いつつ、「リンゴはなんにも いわないけれど リンゴの気持ちは よくわかる」という一節が、戦

争中に市井の人々が味わった悲惨な気持ちを暗示していることは聞きかじっている。 

 インドに生まれ、シドニーでモダンダンスを学んだロボが、よくぞ、この２曲を突き当てたものだ。 

 

 言葉の使い方もまた効果的だった。名前や年齢を語る自己紹介風の言葉に加えて、一人の男性が「オレン
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ジ、イエロー、紫の光の中にいた皆が火傷を負った」と語る場面が設けられている。本作で用いられた数少ない具

象的な言葉が、広島と長崎に投下された原爆を示唆していることは、指摘するまでもないだろう。 

 これらの音楽と言葉によって、眼前の舞台はベトナム戦争の時代から現代に切り替わったかと思うと、瞬時に、

時代は第二次世界大戦時に巻き戻される。加えて、戦争が特定の場所だけで起きるものではなく、国境を越え

た普遍的なものであることをも体感させ、見る者を傍観者ではなく当事者として作品に引き込んでいく。 

 

 このように周到に整えられた枠組みの中で、生者なのか死者なのか判然としなくなったダンサーが踊ることにより、

彼らの動きからさまざまな意味が浮かび上がる。走る、歩く、跳び上がる、倒れる、起き上がる、静止する。頭上を

見上げ、手を差し伸べる。もがくように、全身を捻る。誰かに寄りかかる、すがりつく。誰かと押し合う、引き合う。一

見すると単純な動きが多義的なものになり、デュエットは対話にも対立にも見え、リズミカルに動き続ける姿は、他

者を煽動しているようにも、他者に煽動されているようにも受け止められる。ロボ振付は個々の動きの意味合いを

一義的に定めず、見る者に考える余地を与えるのだ。 

 

 もう一つ強烈な印象を残したのは、冒頭で名前と年齢を名乗った個々のダンサーが、しばしば匿名の存在にな

ってしまうことだ。左右から現れた二つの集団が交差した後、舞台中央に数人だけが残される。ふたたび左右から

二つの集団が現れて交差すると、その数人は集団に吸い込まれ、また別の数人が中央に残る。時に彼らはうつむ

き、激しく全身を突き動かす。とりわけ胴体の動きは立体的で、現代舞踊作品や舞踊コンクール類の出品作では

めったに見られないほどに激しく振り動かされ、顔の表情が分からないことすらあった。 

 これらの〈個〉たちは、いつでも交換可能な匿名の存在なのか。それとも〈個〉を備えた人々が集団を構成してい

るのか。ロボは、いま一度、見る者に問いを投げかけた。 

 そして最後に全員が中央に集まり、散らばり、倒れる。一人、中央に取り残された女性が天を仰ぐ。彼女の目

には何が映っているのだろうか。明るい未来を目にしていることを願いたいが、やはりロボは答えを明示しない。それ

ゆえ、逆説的に、「戦争が終わって」「戦争を知らずに僕らは育った」と断言できない時代であることを意識させるこ

とになる。 

 

 答えを示す代わりに、見る者に今と過去を俯瞰させ、思索を促す—-。 

 ダンスという表現の根幹をなす生身の肉体が持つ圧倒的な力と、その力を存分に引き出したアシュリー・ロボの

手腕に、魂を揺さぶられた次第である。 

 

追記 

 

 『Void』が初演された 1 月 18 日以降、いったい幾つの戦争、武力紛争、軍事侵攻が新たに勃発し、幾つの

〈void〉が生み落とされたのか。これから先、幾つの〈void〉が生み出されることになるのか。公演プログラムのページ

をめくりながら、心が揺れた。 

 地雷を踏む恐怖を感じることなく劇場に向かい、ミサイルやドローンに攻撃される恐怖を感じることなく公演を鑑

賞できる。そんな生活の尊さと世界の脆さを、あらためて思い知らされている。 

 

上野房子 ダンス評論家 


